
（園目標）明るく生き生きと活動する子 
～みんな なかよし～ 

幼…幼稚園枠  保…保育園枠  ×…幼稚園枠の給食がない日  ○…幼稚園枠の給食がある日  
弁当…幼稚園枠と保育園枠のどちらも弁当の日  ☆…保護者が参加する行事 

月 火 水 木 金 土 日

１

２     ○

避難訓練 
（地震から火災）

３     ○

PTA 常任委員会 
（PTA 役員）

４     ○

一中２年生職場体験
一中 1年生との交流

５     ○

一中２年生職場体験
年長就学時健診 

（中部小）

６     ○

屋台見学（年長）

７ ８

９    

スポーツの日 
（休園日）

１０    ○

誕生会 
１１   ○

PTA なかよし安全デー

１２    ○ １３    ○ １４ １５

１６    ○ １７    ○ １８    ×

子育て応援講座② 
幼１１時降園
保通常保育 
（学府合同研修会）

１９   ○ ２０    ○

運動会準備 
絵本貸し出しなし 

預かり保育料 
9月分引落日 

２１

☆運動会 
年中8:15 集合
年少 9:30 集合
年長 10:45 集合

２２

運動会 
予備日 

ふれあい交
流センター
まつり 

２３    ×

幼振替休日 
預かり保育なし 
保通常保育

２４    ○

年長就学時健診 
（磐田西小） 

一中 2年 5 組との交流

２５    ○ 

磐田南高生との交流
園納金引落日

２６    ○ 

園外保育（年中）
豊田原新田公園 
はいチーズ撮影日 
ラグビー教室（年長）

２７    ○

招待保育
一中 2年 3 組との交流

２８ ２９

３０    ○

一中 2年２組との交流

３１    ○

園外保育（年少）
かぶと塚公園 
はいチーズ撮影日 

≪11 月の主な☆行事予定≫

1 日（水）給食参観開始   

       12 月 19 日まで 

１３日（月）みかん狩り（年長） 

１６日（木）バス遠足  弁当

２８日（火）ジュビロくん誕生会

磐田なかよしこども園
園便り №５

令和５年９月２９日

 磐田西小学校の4年生と年長組が交流をしていま 
す。今年度は6月、9月、11月、2月の4回を計 
画しています。 

   第 2回目の9月は、児童が園児に絵本の読み聞かせをして 
くれたり、学校探検で校内を案内してくれたりしました。ペアの 
お兄さん・お姉さんが家庭科室や図書室など、教室紹介をしてく 
れました。廊下の角で「次はどっちに行きたい？」と、優しく声 
を掛けてくれました。園児の様子を見ながら、図書室での時間を 
長くとってくれるグループもありました。 
「今は5年生が勉強しているから、ここは静かに通るよ」と教えてくれる場面も見られました。 
園生活と違うことによる不安を解消しながら、期待につながる機会になったと思います。 

学年ごとに行います 

9/22配信の内容を

確認し、集合時刻に

登園してください。 

年中児の作品が 

展示されます 

是非、ご覧ください！ 

西小4年生交流 ～幼小の連携～

図書室って面白い！ 

府八幡宮祭典



 9 月中旬には、祖父母の皆様に祖父母参加会にお越しいただき、ありがとうございました。 
どちらからいらしたのか、お孫さんの好きなところはどこか等、各クラスで一人ずつ自己紹介をして
いただきました。「飛行機に乗って鹿児島から来ました。」とお話ししてくださったり、「孫の好きなと
ころは全部です。」「いつも一緒に遊んで、心を癒してもらっています。」とお話ししてくださったり
し、みんなで「えー」と驚いたり、「うんうん」とうなずいたりしながら、楽しく話を聞くことができ
ました。参観会終了後には、「ありがとうございました。」「楽しかったです。」「次に運動会に来るのも、
とても楽しみです。」と笑顔でお声を掛けていただき、日頃より、子どもたちが祖父母様に丸ごと受け
入れてもらい、かわいがってもらっていることが伝わってきました。 

９月下旬になり、ようやく暑さ指数（WBGT）が２８を下回り、１回に３０分程度の戸外遊びを楽し

めるようになりました。平均台、ゲーム BOX からの飛び降り、跳び箱、綱引き、玉入れ、リレー等、

自分のしたい運動遊びやクラスみんなで取り組む運動遊びを楽しむ姿が見られます。「体を動かすこ

とって楽しいな。」「あきらめないで何度も挑戦したらできるようになってうれしいな。」「友達と力を

合わせることって大切だな。」等、毎日の体験を通して様々なことを感じ、学びながら、≪令和５年度

運動会～れいんぼーふぇすてぃばる～≫を迎えられたらと思います。 

≪れいんぼーふぇすてぃばる≫とは、年長組の子どもたちが話し合いをし、みんなで考えた今年度

の運動会のタイトルです。詳しくは、学年だよりでお知らせします。    園長   原 暢美 

子どもと温かい絆をつくるために 
先日、静岡県人権啓発センター主催の「子どもと大人の温かい絆づくり」のセミナーに参加しました。

保護者の皆様にとっても役に立ちそうな内容でしたので一部紹介いたします。 

子どもの人権を守り、子どもと温かい絆をつくるためには、大人の心の余裕・安定が必要です。お子さ

んや周りの人の行動にいつもイライラしていたら、お子さんとの温かい絆づくりが難しくなります。イラ

イラしやすいのは、理想や願望、欲求・期待が大きいから。そして、マイナスな感情をたくさん抱えてい

るからです。「理想の状態」と「マイナスな感情」が多ければ多いほど感情のコントロールが難しくなりま

す。許容範囲を広げ、マイナスな感情を減らすことができればいいですね。「これは私にとって重要・大切」

ということは怒っても OK。でも、冷静に考えて、それほどでもないことでイライラしたり、怒ったりする

必要はありません。「まあいいか」「そんな人もいるよね」「そんな考え方もあるよね」「何か事情があった

のかな」と許容範囲を広げる努力をしましょう。 

マイナスな感情を減らすには、感情語を増やし、自分自身に「忙しいよね。」「いつも頑張っているよね。」

と声を掛けたり、自分のマイナスな感情を言語化して、「困っているんです。」「辛いんです。」と誰かに聞

いてもらったりすることで、解決はしなくても、マイナスな感情を流す効果があるそうです。また、自分

がリラックスできる方法を探り、自分自身の機嫌を取ることも大切です。忙しいから無理と決め付けず、

５分あったら座ってコーヒーを飲む、３０分あったらウォーキングする、１時間あったら読書する、半日

なら？１日なら？とリストをつくっておき、自分の機嫌をとって、感情のコントロールをしましょう。 

 感情語（感情を表現する言葉）は４０００もあるそうです。お子さんの気持ちに寄り添い、「うれしい

ね。」「楽しいね。」「幸せだね。」「悔しかったね。」「怖かったね。」「不安だね。」と声を掛けてあげてくださ

い。子どもは感情語を周りの大人から覚えます。感情を言語化できると、感情のコントロールができるよ

うになります。何でも「やばい」の一言で済ませていませんか。

 もう 1 点、お子さんに対して叱るのは、責めることが目的ではなく、改善してほしいからですよね。「あ

なたはいつも○○なのよ。」「あなたは○〇すべきよ。なぜしないの。」と責めるのではなく、「あなたが○

○をすると私は悲しいな。」「あなたが○○してくれると、私はうれしいな。」と私メッセージを使うと相手

を尊重した柔らかい表現になります。お子さんとの温かい絆づくりのために意識してみてください。 

講師：野村 恵里 氏（感情保育学研修所 代表）

令和 6 年度の新入園児募集について

幼稚園枠新入園の方：申し込み書類を 10 月 17 日

（火）から本園で配布します。

保育園枠新入園の方：申し込み書類を 10 月 1 日

（日）から幼稚園保育園課、各支所市民生活課、ひ

と・ほんの庭にこっとで配布します。

＊詳しくは広報いわた９月号をご覧ください。

お孫さんの良いところを 

紹介してくださいました 
クラス対抗綱引き対決 

真剣な表情です 


